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事業仕分け当日作業の流れ
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仕分け人

説明者（当該自治体職員）が、事業の要点や事業シートの補
足を中心に説明。（仕分け人は事前に資料に目を通している
前提で。）

• 事業の趣旨・目的、事業内容（目標、期限等を含む）、
成果、課題など

仕分け人から説明者に対して、仕分けの判断材料としての
質問、議論

• 趣旨・目的の是非、達成手段としての妥当性、事業の
効果・効率性、実施主体の適否など

結論は、仕分け人の挙手による多数決で決定

特に意見がある場合は、仕分け人から結果についての解
説など

仕分け人が、各自「評価シート」に記入
（上記議論中の記入、記入中の質問も可）

事業
説明
（約5分）

質疑
議論
（約20～
30分）

評価

結果
解説
（3分）

仕分け会場のレイアウト 仕分け作業の流れ

傍聴者

仕分け人の組み合わせは、精緻な議論をする上で重要
• 構想日本：事業仕分けチーム（構想日本が選定）
（行政職員、大学教授、議員、弁護士、企業経営者等）

• 市民（実施自治体が選定）
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参考：「事業仕分け」へのよくある疑問や指摘

よくある疑問や指摘 疑問・指摘への答え

「わが街のことや過去の経緯を知らない
よそ者に、まともな判断ができるのか。」

「公開の場では言えないこともあるので
は。」

「短時間の議論で結論を出すのは乱暴で
はないか。」

「『不要』と仕分けられたのに翌年度継続
している。事業仕分けの意味がないの
では。」

○自治体は同じような事業がおおい。他の自治体行政経験が長ければ
問題を熟知。

○外部の眼が入ることで、利害関係にとらわれず、ゼロベースでの議論
が可能。

○市民仕分け人、市民判定人などで地域の声を活かす仕組みを導入。

○税金の使い道は公開で住民に説明することが原則。

○公開の場で結論を出すことが、その後の実行を促すことにつながる。

○公開だからこそ、議論の緊張感、結論への責任感が生まれ、「できレー
ス」も避けられる。

○政策議論でなく金の使い方の事実関係のチェックだから短時間でもＯＫ

○限られた時間での端的なやりとりだからこそ課題が明確になる。

○仕分けの時間だけではなく事前の準備（資料読み込みや現場視察な
ど）を行った上で本番に臨んでいる。

○仕分けの結論は絶対ではない。結果をどう活用していくかは、首長や

議会さらには市民の責任。ただし、結論を覆す時には相応の説明責任が
必要。

○結論と共にその結論に至る議論のプロセスも重要。市民の当事者意識
や職員のプレゼン能力向上や意識改革にもつながる。
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「事業仕分け」が問うこと

基本が大事

「事業仕分け」の内容は、いたってシンプルかつ基本的なこと。

－何事も“基本に立つ”ことが成功のカギ－

手を変え品を変え、複雑で難しいことに飛びついても、徒労に終わるのが落ち。

（「行政評価」疲れ・・・）

国民一人ひとりの考え方・生き方を問う

「事業仕分け」は、単なる歳出カット/（誤用されがちな）「リストラ」のツールではない。

行政サービスの具体的な見直しを通じて、税を負担し、また公共サービスを受ける私

たち国民の考え方や生き方の見直しと、自治体や国の仕組みの再構築（＝本当の意

味で言うリストラクチャリング）に向けた議論を行う場でもある。






